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高砂の「高」を最大限簡略化したもので、円形で

あるのは平和を表し、中央に突出しているのは、

伸びゆく高砂市の推進力を表しています。

市章

結ぶからぼっくりんの手を繋げ、ハートに見える

ようにし70周年（字は豊かな水源を表しています）

も結び付けました。

市制70周年記念シンボルマーク

作者　吉田　稟 様

「結びのまち高砂」を基調に希望への未来へさらなる

発展をする高砂市制施行70周年を親しみやすく

シンプルに表現しました。

市制70周年記念キャッチフレーズ

作者　工藤　和久 様
人結び、夢結び、

未来を結ぶ、

高砂市70年



高砂市制70周年記念式典 式次第

【第1部】

謡曲「高砂」合唱・仕舞

高砂市70年のあゆみ

開　　式

国歌斉唱・物故者黙とう

市長式辞

市議会議長挨拶

来賓祝辞・紹介

主催者紹介

祝電披露

功労表彰・善行表彰

頌志賞贈呈

シンボルマーク・キャッチフレーズ表彰

市制70周年記念感謝状贈呈

アトラクション

市民憲章朗読

～謡曲合唱団たかさご～

～高砂こども園、荒井幼稚園、荒井こども園、阿弥陀こども園～

【第2部】

記念コンサート

閉　　式

～高砂高校ジャズバンド部～
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功労・善行
表彰

尉と姥賞

岡 本 　 緑

美濃部賞◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

上 野 朝 義 花 ＊ 花

市政功労賞

市 場 　 晴

岸 本 　 修

嶋 田 利 朗

砂 川 洋 子

中 村 亮 爾

松 原 正 和

小 川 博 子

北 村 美 千 子

地 道 た け 子

田 中 隆 司

西 谷 文 子

松 本 克 英

川 上 道 一

香 村 郷 子

下 村 晋 平

谷 川 元 秀

原 　 博 敏

山 脇 和 彦

福祉功労賞

荒 木 良 一

河 野 雅 年

茶 木 和 子

山 中 由 美

浦 川 道 昭

北 　 神 代 子

野 村 陽 子

香 山 た か ね

桑 原 保 子

長 谷 川 正 裕

川 鍋 彰 男

澤 　 敦 子

松 下 　 努

文化功労賞

石 元 保 博

福 光 恭 子

伊 藤 良 明 野 首 貴 代 美 橋 本 良 子

教育功労賞

新 木 良 教 原 　 昭 二 郎 山 下 浩 一

文化賞

片 岡 　 良 兵庫県立高砂高等学校ジャズバンド部吉 田 　 裕

荒 木 　 洋

川 端 宏 明

 塩 谷 和 之

鈴 木 利 信

東 保 弘 一

藤 原 健 史

故
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 （敬称略・五十音順）



◆

◆

◆

◆

◆

頌志賞

技能功労賞

石 山 一 海 田 口 義 武 東 　 知 宏

石 田 隆 秀

株式会社神戸製鋼所 高砂製作所 係長会・職長会

一般社団法人 茶道裏千家淡交会 東播支部

高砂青松ロータリークラブ

株式会社フジ

戸 髙 絵 利 子 三 宅 悦 子

山 下 　 哲

工業技能功労賞

明 瀬 健 次

シンボルマーク最優秀賞

吉 田  稟

キャッチフレーズ最優秀賞

工 藤 和 久

吉 田 理 乃

中 塚 雅 斗

小 野 靖 史

小 阪 安 奈

善行表彰

澤 田 佐 智 子 山 下 　 香

表彰

シンボルマーク
キャッチフレーズ
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 （敬称略・五十音順）

 （敬称略）

シンボルマーク優秀賞

キャッチフレーズ優秀賞



◆

◆自治振興功労
石 原 智 秋 前 田 栄 一 宮 本 幸 弘

市政功労

朝 家 　 修

生 嶋 洋 一

入 江 一 成

大 西 淳 二

川 端 宏 明

小 松 美 紀 江

鷹 尾 治 久

田 端 和 彦

西 野 　 勝

堀 　 直 樹

松 本 　 滋

山 本 敏 信

網 干 年 明

池 本 　 晃

入 江 正 人

大 野 　 徹

北 野 誠 一 郎

島  正 之

武 田 義 明

渡 海 紀 三 朗

登 　 幸 人

前 田 栄 一

松 本 　 均

横 山 義 夫

青 田 テ ル 子

井 奥 雅 樹

今 竹 大 祐

大 塚 好 子

唐 津 哲 男

河 野 修 三

鈴 木 利 信

田 中 久 雄

中 井 征 一

藤 森 　 誠

松 尾 嘉 彦

山 本 　 聡

吉 原 惠 子

荒 木 輝 美

井 上 典 之

大 内 　 治

紙 谷 　 豊

久 木 宮 　 博

嶋 田 利 朗

田 中 直 実

冨 田 康 雄

福 元 　 昇

槇 村 久 子

山 﨑 裕 康

　 田 耕 三

阿弥陀町連合自治会

伊保連合自治会

神戸製鋼所労働組合高砂支部

曽根連合自治会

高砂地区コミュニティセンター運営協議会

高砂町連合自治会

緑丘自治会

山ノ端洪水対策まちづくり推進委員会

米田町地域交流広場事業推進委員会

若宮自治会

荒井町連合自治会

北浜町連合自治会

曽根町地域交流推進委員会

高砂市連合自治会

高砂地区まちづくり協議会

中筋校区連合自治会

明姫幹線南Ａ地区まちづくり協議会

よってこ村・荒井運営委員会

米田町連合自治会

70周年記念
感謝状
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 （敬称略・五十音順）



◆

◆

◆

教育功労

上 田 俊 昭

衣 笠 好 一

後 藤 猛 虎

新 谷 康 祐

中 下 秀 雄

村 上 裕 道

大 西 差 千 子

木 村 重 圭

小 松 由 佳 子

髙 田 ゆ か り

西 山 種 彦

室 﨑 八 千 代

梶 原 好 博

久 下 隆 史

佐 野 愼 介

田 中 利 明

圓 尾 喜 世 司

山 名 克 典

鎌 田 敬 子

工 藤 和 美

清 水 克 紀

玉 井 幸 夫

水 田 勝 丈

吉 田 美 香

福祉功労

麻 原 和 子

上 田 敏 之

小 西 忠 勝

髙 鳥 　 偲

時 岡 知 子

橋 田 眞 美

松 尾 一 宣

石 原 智 秋

垣 内 達 也

小 林 　 謙

竹 内 茂 雄

友 田 慎 吾

藤 村 弘 雄

三 木 健 史

井 上 寿 美

鹿 嶽 佳 紀

佐 々 本 　 博

竹 中 道 代

中 尾 　 進

藤 原 輝 美

三 原 憲 二

今 井 幹 枝

川 上 道 一

鈴 木 利 信

田 中 清 之

中 村 亮 爾

益 田 美 智 恵

山 里 　 護

文化スポーツ功労

伊 藤 勝 之

渡 邊 紀 子

岩 見 一 美 髙 橋 賢 吉 田 端 和 彦

高砂市子ども会育成会連絡協議会

高砂市連合ＰＴＡ協議会

高砂市青少年健全育成連絡協議会

高砂市連合婦人会

加古川人権擁護委員協議会高砂地区委員会

高砂市遺族会

高砂市社会福祉協議会

高砂市心身障がい者連絡協議会

高砂市民生委員児童委員協議会

きっずきっちんそね

高砂市支え合う介護者の会すずらんの会

高砂市人権教育協議会

高砂市保護司会

高砂市老人クラブ連合会

スポーツクラブ21ひょうご高砂市推進委員会

高砂市国際交流協会

高砂市スポーツ少年団

高砂市文化連盟

高砂観月能の会

高砂市スポーツ協会

高砂市スポーツ推進委員会

謡曲合唱団たかさご
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◆

◆

◆

産業功労

池 田 勝 己 籠 谷 嘉 昭 後 藤 純 次

保健衛生功労

大 北 　 実

坂 井 智 代

村 井 啓 子

片 山 千 代 子

髙 谷 洋 子

山 名 克 典

荒 木 宏 子

小 林 　 謙

前 田 美 雪

岸 本 一 弘

藤 原 春 代

一般社団法人高砂市観光交流ビューロー

伊保漁業協同組合女性部

高砂市商店連合会

高砂市ため池協議会

高砂市フィルムコミッション

高砂商工会議所女性部

高砂商店連盟共同組合

高砂青年会議所

長尾楽笑村組合

消防公安功労

澤 　 ふ み 子

株式会社トーヨー

高砂市消防団

東播磨特別防災区域高砂地区協議会

高砂交通安全協会

高砂市防火協会

防災リーダーたかさご

伊保漁業協同組合

高砂漁業協同組合

高砂市消費者協会

高砂市中小企業労働福祉協議会

高砂商工会議所

高砂商工会議所青年部

高砂市労働者福祉協議会

たかさご万灯祭実行委員会

一般社団法人高砂市医師会

一般社団法人播磨薬剤師会

高砂市学校保健会

一般社団法人播磨歯科医師会

高砂いずみ会

播磨学校歯科医会
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◆

◆

奇特篤行者

青 柳 　 進 髙 井 利 夫 山 下 　 香

イオンリテール株式会社

株式会社カネカ高砂工業所

公益財団法人高砂市施設利用振興財団

但陽信用金庫

J-POWERジェネレーションサービス株式会社 高砂火力運営事業所

ＭＨＩパワーエンジニアリング株式会社

ウシオ電機株式会社

株式会社神戸製鋼所 高砂製作所

株式会社シンセイコーポレーション

三菱重工業株式会社 高砂製作所

故

功労物故者

大 内 秀 夫

木 村 三 郎

田 村 広 一

加 古 秋 晴

後 藤 武 男

橋 爪 敏 朗

木 谷 勝 郎

駒 井 　 明

原 　 亀 男

北 畑 徹 也

立 岩 康 彦

和 田 　 進

高砂市歌

故

故

故

故

故

故

故

故

故

故

故

故

作詞／加茂祐造

作曲／酒井　協
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◆特別感謝状
ぼ っ く り ん

朝光映えて　川霧の　地平につづく　丘のいろ

産業勢い　脈うちて　こぞる汗から　火花から

音もとどろと　おお　明けわたる高砂市

1.

青潮晴るる　播磨灘　羽ばたく港　絵のなぎさ

しぶき虹を　におわせて　おどる幸から　汽笛から

波もゆれたち　おお　伸び進む高砂市

2.

松風わたる　相おいの　ゆかりの郷の　めでたさよ

印南野かけて　呼びかわし　そろう意気から　若さから

いぶき新たに　おお　栄えゆく高砂市

3.



わがまち高砂

高砂市民憲章

海と山に囲まれた　わがまち高砂

笑顔であいさつすれば　笑顔で答える

八つの街が力を合わせれば

愛が生まれ　喜びあふれる

みんな友達　すべてにありがとう

大好き高砂　これからもずっと

　謡曲にうたわれ、相生の松で知られる私たちのまちは、めぐまれた自然のなかで

古くから栄えた歴史と伝統をもつまちであります。

　ここに生きる私たちは、自然を愛し、郷土の平和と繁栄を願い、市民としての

誇りと自覚をもって、この憲章をさだめます。　

健康で活気みなぎる 明るいまちをつくりましょう

奉仕と感謝を忘れぬ 暖かいまちをつくりましょう

教養を深め文化のかおる 豊かなまちをつくりましょう

緑に親しみ青空のある 住みよいまちをつくりましょう

夢と希望を育てる 楽しいまちをつくりましょう

1.

風にそよぐ松林　清らかな高砂

優しい心育てて　温かい街

どんな時も　微笑み忘れずに

前を向いて　歩き続ければ

いつかきっと　夢は叶うでしょう

希望をのせて　未来へはばたけ

3.

のじぎくの花咲く街　ふるさと高砂

豊かな心育てて　みんな仲良し

空を見ればキラキラ太陽が

ニコニコ笑って　みんなを見てる

いつも明るく　元気にのびのびと

輝く明日へと　踏み出して行こう

2.

作詞／園児たちの言葉より編集

作曲／上畠幸代

※

※くりかえし

昭和四十九年七月一日（市制施行二十周年）制定
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出演者紹介

謡曲合唱団たかさご

高砂高校ジャズバンド部

　平成１２年、謡曲の伝承と市民の芸術文化の向上に寄与するため、観世流能楽師　松本

章延氏を代表として結成。以来、永年にわたり後世への継承をはかるとともに、謡曲「高砂」

への理解を深めることを目的とし活動を行っている。

　現在は松本憲三代表のもと、高砂市内外の様々な行事に出演し、能の持つ美と風雅な謡

を披露している。また、小・中学校を対象とした「たかさごや」の歌唱指導の実施、出前講座

や高砂文化教室「高砂学」の講師を務めるなど、伝統芸能である能をより身近に体験できる

機会を提供している。

　昭和４０年に吹奏楽部として発足し、昭和４９年からジャズバンド部として活動を開始。

バンド名「ビッグフレンドリージャズオーケストラ (Big Friendly Jazz Orchestra)」はジャズ

クラリネット奏者として名を馳せる北村英治氏により命名された。

　映画「スウィングガールズ」のモデルになったことでも知られる同部は、近年においては、

ニューヨーク市への演奏旅行、テレビ朝日「芸能人格付けチェック」への出演のほか、著名

な音楽家との共演も含めて年間約４０回のステージ公演を行うなど活動は多岐にわたる。

　ジャパンステューデントジャズフェスティバルにおいてグランプリを複数回受賞する

などその実力は高く、ジャズ特有のシンコペーションリズムと複雑なハーモニーによる

表現力の高さが特徴である。
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謡
曲 
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